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長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
辻
元
清
美
君
提
出
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
本
土
及
び
イ
ン
ド
洋
に
お
け
る
「
不
朽
の
自
由
作
戦
」
（
Ｏ
Ｅ
Ｆ
）
及
び

こ
れ
に
関
連
す
る
活
動
と
国
際
法
の
関
係
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
辻
元
清
美
君
提
出
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
本
土
及
び
イ
ン
ド
洋
に
お
け
る
「
不
朽
の
自
由
作
戦
」
（
Ｏ
Ｅ
Ｆ
）

及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
活
動
と
国
際
法
の
関
係
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

�
か
ら
�
ま
で
に
つ
い
て

戦
争
犠
牲
者
の
保
護
に
関
す
る
千
九
百
四
十
九
年
八
月
十
二
日
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
（
昭
和
二
十
八
年
条
約
第
二
十
三

号
、
第
二
十
四
号
、
第
二
十
五
号
及
び
第
二
十
六
号
。
以
下
「
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
」
と
い
う
。
）
、
千
九
百
四
十
九
年
八

月
十
二
日
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
の
国
際
的
な
武
力
紛
争
の
犠
牲
者
の
保
護
に
関
す
る
追
加
議
定
書
（
議
定
書
�
）
（
平
成

十
六
年
条
約
第
十
二
号
。
以
下
「
第
一
追
加
議
定
書
」
と
い
う
。
）
及
び
千
九
百
四
十
九
年
八
月
十
二
日
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸

条
約
の
非
国
際
的
な
武
力
紛
争
の
犠
牲
者
の
保
護
に
関
す
る
追
加
議
定
書
（
議
定
書
�
）
（
平
成
十
六
年
条
約
第
十
三
号
。

以
下
「
第
二
追
加
議
定
書
」
と
い
う
。
）
の
個
別
事
案
へ
の
適
用
に
関
す
る
各
国
の
認
識
に
つ
い
て
、
政
府
と
し
て
そ
の
逐

一
を
承
知
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
、
第
一
追
加
議
定
書
及
び
第
二
追
加
議

定
書
が
い
か
な
る
場
合
に
適
用
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
事
実
関
係
に
照
ら
し
て
個
別
に
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ

り
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
な
お
、
お
尋
ね
の
各
国
間
に
つ
い
て
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
、
第
一
追
加

議
定
書
及
び
第
二
追
加
議
定
書
の
適
用
の
有
無
に
つ
い
て
お
答
え
す
れ
ば
、
例
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
以
下
「
米
国
」

一



と
い
う
。
）
及
び
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
の
締
約
国
で
あ
り
、
両
国
間
に
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
の
適
用
は

あ
る
が
、
両
国
は
第
一
追
加
議
定
書
及
び
第
二
追
加
議
定
書
の
締
約
国
で
は
な
く
、
両
国
間
に
こ
れ
ら
の
議
定
書
は
適
用
さ

れ
な
い
。

�
に
つ
い
て

我
が
国
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
領
域
内
で
行
わ
れ
て
い
る
「
不
朽
の
自
由
」
作
戦
下
の
各
国
軍
隊
の
活
動
に
参
加
し
て
お

ら
ず
、
政
府
と
し
て
は
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
詳
細
を
知
り
得
る
立
場
に
な
く
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
同
意
が
文
書
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
国
際
法
上
の
規
則
が
あ
る
と
は
承
知
し
て
い
な
い
が
、
例
え

ば
、
平
成
十
四
年
一
月
に
、
ブ
ッ
シ
ュ
米
国
大
統
領
と
カ
ル
ザ
イ
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
暫
定
行
政
機
構
議
長
（
当
時
）
が
発

出
し
た
「
米
国
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
新
し
い
関
係
に
関
す
る
共
同
宣
言
」
に
お
い
て
、
両
国
は
タ
リ
バ
ー
ン
の
残
党
や
ア

ル
・
カ
ー
イ
ダ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
根
絶
す
る
た
め
継
続
し
て
協
力
す
る
と
い
う
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
再
確
認
し
た
旨
が
述

べ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
平
成
十
六
年
四
月
に
、
ベ
ル
リ
ン
で
開
催
さ
れ
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
復
興
支
援
会
議
で
採
択
さ
れ

た
ベ
ル
リ
ン
宣
言
に
お
い
て
は
、
「
不
朽
の
自
由
」
作
戦
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
府
に
よ
る
要
請
と
歓
迎
に
基
づ
く
も
の
で

二



あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
上
で
、
そ
の
関
与
が
新
し
い
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
治
安
武
装
部
隊
が
十
分
に
組
織
さ
れ
運
用
さ
れ
る

ま
で
の
間
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
つ
き
合
意
さ
れ
た
と
承
知
し
て
い
る
。

三


